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「中の会、みんなで楽しく助け合い」 2025年1月1日

国立会中の会会報：第45号

発行責任者：国立会中の会

会長 河村 隆造

連絡先 長谷川 042-576-9359

昨年は、国立会中の会として2回目の盆おどりに参画し、多くの会員の方も楽しめたこ
とと存じます。また、防災訓練、資源物回収、大学通り清掃、新年を祝う楽しいプログラ
ム、おとこの台所、バスツアー、および、見学会、観賞会を実施させていただきました。
会の標語である、「みんなで楽しく、助け合い」をモットーに、本年も活動してまいりま
す。今年の干支＜巳＞は、才能と財産を兼ね備えているとされる弁財天の使いとされていま
す、巳年が皆様にとりまして、たくさんの福をよび込む年になりますようお祈り申し上げ
ます。

新年会のお知らせ

新年のご挨拶

防災訓練を実施しました

・ 日時 令和７年２月１日(土） 12時 受付 12時30分 開会
・ 会場 国立商協ビル2階 さくらホール（国立市東1-4-6)
・ 会費 3,000円
・申し込み先；長谷川：042-576-9359 木島:090-8519-2176 古川:080-5033-8225

市野澤: 042-576-1011 三好:090-1032-2433

新年を祝い、楽しいプログラムを計画しています。是非ご参加ください。
（別紙 カレンダーにも掲載しています）

２０２４年10月20日に中の会の防災訓練を実施しました。当日は晴天にも恵まれ、２２
名の方が参加しました。訓練内容はAED・包帯法・初期消火・担架搬送・煙体験などで

す。皆さん一通り体験されていましたが、一番人が多かったのが
AED。年に1回か２回の訓練では、実際に使わなければならない
ときに使用できるか不安ですが、熱心に国立市女性消防団員の
話を聞いていました。
今回の訓練でよかったのが終了後の昼食会。ご飯はアルファ米(防災食)で、おかずに豚
汁を作っていただきました。毎年、終了後に昼食をいただきますが、今年は昼食会の参加者
が多かったせいか、和気あいあいとした雰囲気でした。調理を担当していただいた皆さん、

ありがとうございました。
反省点は参加者が少なかったこと。毎年２回、防災訓練とAED講習会を開催することは定着して
きましたが、逆にマンネリ化しているのでしょうか、参加者が増えません。来年は会報とは別にチラ

シを配布するなどして、参加者を増やすとともに、自主防災組織の加入者獲得を目指したいと思います。
最後に訓練にご協力いただいた立川消防署国立出張所・国立市女性消防団・日赤奉仕団中分団の皆様、あり

がとうございました。

なお、出初式は1月１２日(日)午前１０時から谷保第三公園で開催されますが、中地域自主防災組織は今回は対
象でないため、自主防災組織としては参加しません。 （中２丁目 加藤登志雄）

河村 会長

アルファ米の
食事を用意
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「中の会、みんなで楽しく助け合い」

２０２５年 1月 ２月 ３月 中の会カレンダー

・1月18日（土） 10:00 中１丁目集会所

・2月21日（金） 19:30 オンライン会議

・3月15日（土） 10:00 中１丁目集会所（予定）

中の会イベント

・1月 7日（火） 1１:00 初詣 谷保天満宮 鳥居前集合

・1月10日（金） 12:00 おとこの台所 中防災センター

・2月 1日（土） 12:30 新年会 さくらホ－ル

・2月14日（金） 12:00 おとこの台所 中防災センター

・２月下旬の予定 観梅 府中市郷土の森

・3月14日（金） 12:00 おとこの台所 中防災センター

大学通り清掃 （毎月第2日曜日、第4日曜日）

中の会理事会

・1月11日（土） 8:30 中防災センターへ集積

・2月 1日（土） 8:30 中防災センターへ集積

・3月 1日（土） 8:30 中防災センターへ集積

(雨天の場合は、当日午前7時に判断し、状況により

翌週に順延）

資源物回収

おとこの台所 申し込み先：

田代 080-9578-7340

前日まで先着25名受付ます

広報からのお知らせ

国立会 中の会のホームページをご存じですか?
会報 1ページ冒頭に QRコードを提示しています。
・イベント情報 ・スケジュール ・雨天時の資源物回収の実施の有無 ・これまでの会報情報(PDF) などを
掲載しています。是非、ご活用ください。 なお、URLは下記のとおりです：

https://sites.google.com/view/kunitachinakanokai/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83
%A0

日時：令和6年9月21日（土）10時 場所：中1丁目集会所 出席者 11名 議題は次の通り
１．盆踊り関係の会計報告があった。
２．今後の盆踊りへの参加のあり方について意見交換した。
３．令和6年10月以降のスケジュールとイベント内容について確認した。
10月20日 防災訓練、11月13日 昭和記念公園のイチョウ散策、11月23日 中防ふれあい文化祭等

日時：令和6年10月18日（金）19時30分オンライン会議 出席者 11名 議題は次の通り
１．10月20日防災訓練について確認があった。
２．11月13日昭和記念公園イチョウライトアップ散策について確認があった。
３．令和7年中の会新年会は、会場のスケジュール等を勘案し、2月1日(土) 国立商協ビル2階

さくらホールで開催することとし、会場申請が終了したとの報告があった。

日時：令和6年11月16日（土）10時 場所：中1丁目集会所 出席者 10名 議題は次の通り
１．中の会新年会について以下の概要を決定した。
・日時 令和7年2月1日(土) 12時受付開始、12時30分開会
・会場 国立商協ビル2階 ・会費 3,000円 ・食事は弁当(葉月) 飲み物は持ち込み

２．資源物回収奨励金の使途について原案をもとに検討し、決定した。内規として扱う。
３．国立会中の会会報配布網について検討し決定した。
４．国立会中の会会報45号の内容について検討した。

新入会員： 10月から12月の期間に中1丁目の方が2名が入会され、総会員数は424名になりました。

・1月12日（日), 26日(日) 9:00 ガスト南集合

・2月 9日(日), 23日(日） 9:00 ガスト南集合

・3月 9日(日), 23日(日） 9:00 ガスト南集合

お観梅は後日 HPに掲載
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環境美化 大学通り清掃

資源物回収雨模様の朝は悩ましい！

中の会に参加させて頂いてから何年か経つのですが、生来の
怠け者で熱心に活動していらっしゃる皆様に申し訳ないなと思
いながらスルーを決め込んでおりました。
しかし以前より福島さんに声をかけて頂いていたこともあり、
朝9時から始まる清掃作業に参加いたしました。大したことので
きないズッコケ双子ではありますが、小さな一掃きが共同です
ることによって、大学通りの気持ちの良い景色を作り出してい
ます。協力し合うことの大切さにあらためて気付かされました。
これからもよろしくお願い致します。

(中2丁目 中島三恵子）

おとこの台所 with スマホで写真

小雨決行は浸透していて、新聞などが濡れるのを気にしつつ、どなたも資源物をお宅の前に出してくださっていま
す。 上にビニールの覆いをかけてくださる方、お心づかい、ありがとうございます。新聞などは少々雨にぬれても再
利用できるそうです。 しかし、今年秋の資源物回収日は2回、回収時間に雨となり、 小雨というには少し本格的な降
りになりました。 朝７時担当者から回収の有無の連絡を待って動きます。

しかし、協力くださる方々に決定を伝える方法が確立しておらず、念のためルー
トを回ってみると雨に濡れながら資源物が置かれている場所が多々あります。回
収徹底を図るため、回収者は２週間連続で、いつものルートを回っています。原則
は、「大ぶりの雨でないかぎりは回収をする」です。
１２月７日、よく晴れた朝１０時過ぎ、山田商店さんを真ん
中にその場に居合わせた人たちで写真を撮りました。朝早
くからすべての回収物を運び終わる１２時ころまで、丁寧に
しごとをしてくださる山田さん、ありがとうございます！
２０２５年も無事活動できますように。

（中３丁目 三好紀子）
山田商店さんとハイポーズ

清掃が終わり一段落

11月8日「おとこの台所」に参加後、拙いながら、ミニ勉強会として、「スマホで写真」を開催させていただきまし
た。富士見台から中地域に越してきて２年余、この夏、中の会に参加。初イベントで緊張しましたが、皆さまの温かい

空気感に助けられとてもいい時間でした。
スマホが普及し、みんながカメラマンです。どんどん撮って
〈次はこう撮ろう！〉と気楽に撮影を楽しめる時代ですね。今後
も参加できるイベントがありましたらできるだけ参加いたします
ので今度ともどうぞよろしくお願いいたします。

（中2丁目 薄井崇友）
別府さん料理する

スマホで写真text
（なお、スマホで写真textはホームぺ―ジに掲載します）

「大雨でないかぎり回収します」

朝
の
日
や

街
灯
隠
す
冬
も
み
じ

清
掃
終
り
し

石
畳
行
く

（
中
２
丁
目

中
島
千
恵
子
）

3

「中の会、みんなで楽しく助け合い」

国営昭和記念公園散策～イチョウのライトアップ鑑賞

第46回市民福祉バザー開催

（株）トーモク 岩槻工場見学会

11月13日夕刻、西立川駅で集合し、国営昭和記念公園へ。見事なオレンジ色のメタセ
コイアや、もみづる木々に深まる秋を感じながらゆっくり歩いてゆくと「かたらいのイチョウ
並木」に到着。幾十分かごとに黄色、白、青、紫などと彩りを変化させる幻想的なライトアッ

プの演出で、素朴な美しさとはまた違うイチョウの魅力を
楽しみました。もう一息で最盛期の「黄金のトンネル」に
なりそうで、近々に再訪したくなるほど。国立の街のイチョウの素晴らしさにも
改めて想いを馳せます。
思い切ってこの鑑賞散策イベントに参加しましたが、何よりの感動は、参加
者の皆との心分かち合うおしゃべり。夜の散歩を満喫しながら、しみじみとあた
たかく豊かな気持ちになり、宝物のようなひとときとなりました。

（中3丁目 菊谷祥子）ライトアップ前で記念写真

5年ぶりに市民福祉バザーが開催されました。このバザーの収益金は国立市福祉協議会が行う福祉活動に活
用されます。今回は、5か所の受付場所に品物を持参していただきました。中地区は、中防災センターを受付場
所とし、集められた品物は11/19(火）～22(金）にかけて値付けをしました。中の
会からも多くの方々がお手伝いくださいました。 そして当日24日（日）は、9時ごろ
から開始を待つ多くの人が行列を作り、整理券が配られるほど盛況でした。
今回の収益金は、100万円弱にもなり、残った品物は、春のさくらフェスティバル

（第三公園）で売られます。 皆様のご協力、ありがとうございました。
（中1丁目 河村誠子）

11月28日 （株）トーモクの岩槻工場・中央研究所を、市川前会長以下8名が見学した。
蓮田駅前のカレー専門店（CoCo壱番屋）で昼食後、工場へ。（蓮田駅より6.1kｍタクシー
で15分位）。
（株）トーモクは、段ボール製造の、（株）レンゴー、（株）王子ホールディングスに次ぐ国
内大手メーカーである。加工専業No1として段ボール事業(約56%)を中心に多角的ビジ

ネスを展開している。 岩槻工場は、昭和46年創設、敷地一千坪、従業員144名、
生産は2シフトで、1,200万㎡/月の生産。
生産機能を共通化するため、注文仕様を本社に集中登録し印刷版データ保管を
行い、有事の際にどこの工場でも生産可能にしている。製造ラインは多数のロボッ
トが配置され、人はほとんど見かけない。
製造、輸送、店先開梱まで、一貫した設計と、製品多様性に対応して知恵を絞り、
合理化する形を見せていただいた。環境リサイクルにも寄与している段ボールに、
今後も関心を深めてゆきたいと思った。 （中1丁目 大井利雄）トーモク岩槻工場前で


